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１ はじめに：オランダ人との出会い
オランダと日本の交流は, 1600年にオランダ船リーフデ号が豊後国臼杵の沿岸に漂着した
ことに始まる｡ その後, 日蘭間の交易が栄えていくが, 江戸中期の儒学者・平沢旭山はオラ
ンダ船を訪れた時の印象を 『瓊浦偶筆』 に次のように記している｡ ｢船上に登ると, 船長や
多くの船員が帽子をとり挨拶をした｡ 彼らは黒ずんだ顔色をして, 黄色い髪の毛をしており,
目は緑だ｡ この世のものとは思われない｡ 鬼, てんぐ, 化け物の如きものである (現代語訳・
筆者)｣ (平沢旭山 1928年)｡
日本人には鬼のように見えたオランダ人に与えられたあだ名は, その髪の色とは異なった
名である ｢紅毛人 (赤い髪の人)｣ であった｡ その異形のオランダ人と日本人の間に生まれ
た子どもは, ｢その種子に混雑すべからず｣ として遠流されるほど (長崎古文出版会 1894
年), 日本社会にとっては異質な存在となった｡ 現代日本においては, そのあだ名もすっか
り忘れさられてしまった観がある｡
一方, オランダ人にとっては, 第２次世界大戦中オランダ領であったインドネシアで日本
軍がオランダ人を抑留したことから, 一部に強い反日感情が残っているとも言われている
(片野優, 須貝紀子, 2014年)｡
良好な関係を持って歴史を紡いできたとはいいがたい両国であるが, 戦後のビジネスの発
展により, 多くの日本人が様々な目的をもってオランダに移住した｡ 表１は, ｢国 (地域)
別, 永住者数上位25位推移｣ を示しているが, オランダは世界の25位前後を推移しており,
現在約1,500名の日本人永住者が暮らしている｡ 地域における分布は, 表２ ｢地域・性別,
在蘭日本人 (永住者) 数｣1)および図１ ｢オランダの州｣ のとおり, オランダ全土に分散し
ており, 女性の永住者が圧倒的に多いのが特徴としてあげられる｡ 近年においては, 日本人
コミュニティの高齢化が大きな問題として意識されるようになり, 他のヨーロッパの地域と
同様, 老後を考える会 (財団法人・日蘭シルバーネット) が発足し, 十数年にわたって日本
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1) ここでいう ｢永住者｣ は, 日本国籍を有し, 当該国から永住権を認められている者を示す｡ 二重国
籍であっても日本国籍を有する者は含まれる｡ ３か月以上の滞在者は ｢長期滞在者｣ として, 統計上
｢永住者｣ とは別のカテゴリーとして認識されている｡
キーワード：グローバル・マイグレーション, 老い, 国際結婚, オランダ, 在外日本人
人高齢者に対する様々な活動を展開してきている｡
しかしながら, 海外の日本人コミュニティの高齢化を把握することは極めて困難な作業で
ある｡ 基礎的データが不在のままであることから, また, 海外で老いを迎える日本人高齢者
のウェルビーイング (幸福・健康・福祉) をどのように実現するかの議論をコミュニティで
本格的に始めるため, 2014年, (財) 日蘭シルバーネットの協力を得て, オランダに在住す
る日本人の老いに関する意識調査を実施した｡ 本論文2)は, その調査結果の一部を報告する
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表１：国 (地域) 別, 永住者数上位25位推移
順
位
2013年10月１日現在 2012年10月１日現在 2011年10月１日現在 2010年10月１日現在
国 (地域)名 永住者数 前年比 国 (地域)名 永住者数 前年比 国 (地域)名 永住者数 前年比 国 (地域)名 永住者数 前年比
1 米国 164,942 ＋2.26％米国 161,290 ＋3.37％米国 156,027 ＋5.32％米国 148,152 ＋4.32％
2 ブラジル 52,680 －0.63％ブラジル 53,013 －2.87％ブラジル 54,578 －2.47％ブラジル 55,961 －2.34％
3 オーストラリア 45,868 ＋3.47％オーストラリア 44,331 ＋5.22％オーストラリア 42,131 ＋6.54％オーストラリア 39,544 ＋7.47％
4 カナダ 37,692 ＋2.84％カナダ 36,652 ＋4.06％カナダ 35,222 ＋6.83％カナダ 32,971 ＋2.83％
5 英国 17,132 ＋4.66％英国 16,369 ＋6.81％英国 15,325 ＋4.23％英国 14,703 ＋1.33％
6 アルゼンチン 11,451 ＋2.40％アルゼンチン 11,183 ＋0.08％アルゼンチン 11,174 －1.12％アルゼンチン 11,300 ＋0.11％
7 ドイツ 9,124 －0.04％ドイツ 9,128 ＋6.74％ドイツ 8,552 ＋3.36％ドイツ 8,274 ＋1.63％
8 ニュージーランド 8,444 ＋4.91％韓国 8,420 ＋4.95％韓国 8,023 ＋6.70％韓国 7,519 ＋8.16％
9 フランス 6,835 －2.77％ ニュージーランド 8,049 ＋6.44％ ニュージーランド 7,562 ＋5.41％ ニュージーランド 7,174 ＋4.15％
10 韓国 6,814－19.07％フランス 7,030 ＋8.74％フランス 6,465 ＋3.81％フランス 6,228 －4.23％
11 フィリピン 4,864 ＋3.91％フィリピン 4,681 －6.72％フィリピン 5,018＋12.11％フィリピン 4,476 ＋5.84％
12 スイス 4,719 ＋3.71％スイス 4,550 ＋3.74％スイス 4,386 ＋5.41％スイス 4,161 ＋2.21％
13 イタリア 4,273 ＋0.42％イタリア 4,255 ＋2.41％イタリア 4,155 ＋3.33％イタリア 4,021 ＋2.34％
14 パラグアイ 3,418 －2.18％パラグアイ 3,494 －4.01％パラグアイ 3,640 ＋3.29％パラグアイ 3,524 ＋3.83％
15 中国 2,835＋11.79％スペイン 2,721 ＋1.11％スペイン 2,691 ＋2.28％スペイン 2,631 －3.41％
16 グアム(ハガッニャ総) 2,719 ＋0.93％
グアム
(ハガッニャ総) 2,694 ＋2.90％
グアム
(ハガッニャ総) 2,618 ＋2.67％
グアム
(ハガッニャ総) 2,550 ＋1.63％
17 スペイン 2,714 －0.26％ボリビア 2,685 ＋3.87％ボリビア 2,585 ＋1.69％ボリビア 2,542 ＋2.50％
18 ペルー 2,628 ＋6.18％中国 2,536＋20.65％ペルー 2,240 －8.79％ペルー 2,456 －2.54％
19 ボリビア 2,615 －2.61％ペルー 2,475＋10.49％スウェーデン 2,183 －2.15％スウェーデン 2,231 ＋5.53％
20 スウェーデン 2,348 ＋5.20％メキシコ 2,256 ＋3.53％メキシコ 2,179 ＋2.73％メキシコ 2,121 ＋1.34％
21 メキシコ 2,301 ＋1.99％スウェーデン 2,232 ＋2.24％中国 2,102＋21.57％中国 1,729＋10.41％
22 シンガポール 1,852 ＋9.46％シンガポール 1,692 ＋7.22％台湾 1,823＋13.84％台湾 1,657 ＋4.81％
23 台湾 1,743 ＋3.57％台湾 1,683 －7.68％オランダ 1,694＋11.89％オランダ 1,514 －0.33％
24 マレーシア 1,672 ＋4.89％オランダ 1,609 －5.02％シンガポール 1,578 ＋4.71％シンガポール 1,507 ＋5.46％
25 オランダ 1,469 －8.70％マレーシア 1,594＋24.92％マレーシア 1,276 ＋1.27％マレーシア 1,260＋19.54％
出典：外務省 ｢海外在留邦人数調査統計｣ 『国別長期滞在者数上位50位推移』 より (平成26年詳細版)
2) この論文は, 2015年２月18日に（財）日蘭シルバーネットの講演会で発表したものに加筆したもの
である｡ また, 本研究は, 平成24年度～平成26年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）
(基盤研究)「グローバル・マイグレーションと在外日本人の老いに関する文化人類学的研究」(研
究代表者：金本伊津子，課題番号24617023) と桃山学院大学特定個人研究費 (2013年度) によるもの
である｡
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表２：地域・性別, 在蘭日本人 (永住者) 数
地方 (都市) 永住者数 前年度比 男 女
オランダ全土 1,469 －8.7％ 529 940
オーベルエイセル
Overijssel
23 － 7 16
ゼーラント
Zeeland
14 － 8 6
ドレンテ
Drenthe
3 － 1 2
北ブラバント
Noord-Brabant
137 ＋12.3％ 36 101
アイントホーヘン
Eindhoven
35 ＋20.7％ 10 25
ティルブルグ
Tilburg
12 ＋0.0％ 6 6
フリースラント
Friesland
31 ＋181.8％ 9 22
フレーボラント
Flevoland
61 －14.1％ 24 37
フローニンゲン
Groningen
50 ＋284.6％ 20 30
フローニンゲン
Groningen
21 ＋75.0％ 7 14
ヘルデルラント
Gelderland
56 －8.2％ 16 40
ナイメーヘン
Nijmegen
6 －50.0％ 5 1
北ホラント
Noord-Holland
613 －13.4％ 233 380
アムステルダム
Amsterdam
277 －17.6％ 97 180
アムステルフェーン
Amstelveen
132 －7.0％ 55 77
ハーレム
Haarlem
28 － 5 23
南ホラント
Zuid-Holland
337 －18.8％ 117 220
カペレアンデアイゼル
Capelle A/d Ijssel
18 － 5 13
デルフト
Delft
15 － 7 8
ハーグ
s-Gravenhage
62 －11.4％ 17 45
ライデン
Leiden
32 － 8 24
ロッテルダム
Rotterdam
66 －32.7％ 23 43
ユトレヒト
Utrecht
108 －6.1％ 41 67
ユトレヒト
Utrecht
33 －37.7％ 9 24
リンブルグ
Limburg
36 －29.4％ 17 19
マーストリヒト
Maastricht
16 －50.0％ 10 6
(出典：外務省 ｢海外在留邦人数調査統計｣ 平成26年詳細版) (平成25年10月１日現在)
ものである｡
２ 調 査 方 法
調査対象
この調査は, オランダに在住する日本人で ｢老い｣ の問題に関心のある者 (目安としては
50歳以上) を対象として行った｡ ここでいう ｢日本人｣ は, 国籍に基づくものでなく, 自ら
｢日本人｣ であると認識している者を示している｡ したがって, オランダ国籍を取得した
｢日本人｣ もこの調査対象に含まれている｡ もともと在蘭日本人永住者の数が少ないことや,
国を越えて親の介護をしなければならない状況にある家族 (transnational family) の状況を
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図１：オランダの州
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把握する目的もあり, 回答者の年齢に厳しい制限は設けなかったことより, 30代 (13名)・
40代 (30名) も含まれる結果となった｡
質問項目
調査票は, 筆者が2013年にイギリスで実施した ｢イギリスにおける日本人の高齢化に関す
る意識調査｣ (金本伊津子, 2014) を参考にしながら, 後に実施するイギリスの調査結果と
の比較研究を念頭において, (財) 日蘭シルバーネットのボランティア数名の方と調査項目
と回答の選択肢を検討した (巻末の参考資料を参照)｡
回答は無記名としたが, 日本人があまり住んでいない居住区に住んでいる者は, 本人であ
るとの特定が可能となるので, すべてに回答がない回答用紙もあった｡
調査方法
オランダ在住の ｢日本人｣ 全体を把握している組織・団体が存在しないことから, この
調査においては, 確率におけるサンプリングを行わず, イギリスの調査同様 SNOWBALL
SAMPLING を採用した｡
2014年９月から12月の３か月間において, 以下のような様々な方法を用いて回答を回収し
た｡
 人的ネットワークの活用：(財) 日蘭シルバーネットの会員に協力を求めると同時に,
その友人・知人・隣人にアンケート調査の協力を得た｡
 公的ネットワークの活用：在蘭日本国大使館の協力を得て, 在蘭日本国大使館のホー
ムページ上にてこの調査に関する情報を公開してもらった｡
 インターネットの活用：SNSを活用して調査用紙の配布を行った｡
オランダで一旦回収された回答は, 回答用の封筒を未開封のまま桃山学院大学・金本研究
室まで数回に分けて郵送してもらい, 各々を開封した後, ナンバリングをしてデータ入力作
業を行った｡
最終的には153部が回収され, 桃山学院大学金本ゼミのメンバーが入力作業に携わり, 筆
者が SPSS (IBM) を用いて解析を行った｡ 集計の終わった回答用紙は, ｢ファイルされ, 金
本研究室にて保管されている｡
３ オランダ在住日本人の社会的・文化的背景
性別・世代
回答者の総数は, 153名である｡ 表 3・4 が示すとおり, 男性が13.1％, 女性が86.9％を占
めており, 圧倒的に女性が多い｡ 最高年齢は87歳の女性で, 最年少は33歳の女性である｡ 50
代の女性が一番大きい世代グループをなしている｡
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移住：在留ステータス・オランダでの滞在年数・移住の主な理由
表５は性別による在留ステータスを示したものであるが, 圧倒的に永住権を取得した女性
が多い｡ 今回の調査においてオランダ国籍を取得した男性がいなかったことから, オランダ
に帰化した日本人男性はかなり少数であることが推察される｡
表 6・7 は, それぞれオランダにおける滞在年数と移住の理由を示したものである｡ 10年
以上オランダに滞在している者は全体の約87％, 20年以上オランダに滞在している者は全体
の約57％と, 長期にわたってオランダに滞在している者が大半であることがわかる｡
移住の主な理由は, ｢配偶者・パートナーとともに｣ と答えた人が圧倒的に多く, 全体の
約60％を占める｡ 次いで, ｢仕事｣ と答えた者が多く, 仕事, 留学, 旅行をきっかけとして
オランダを訪れ，結婚をとおして永住者へと変貌した女性が多いと推察される｡
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表３：性別の分布
度数 パーセント
性
別
男性 20 13.1
女性 133 86.9
合計 153 100.0
表４：世代別分布
度数 パーセント
世
代
30代 13 8.5
40代 30 19.6
50代 50 32.7
60代 37 24.2
70代 13 8.5
80代 7 4.6
合計 150 98.0
N/A 3 2.0
合計 153 100.0
表５：性別による在留ステータス
性別
合計
男性 女性
滞 在
ステー
タ ス
オランダ国籍取得 0 12 12
永住権取得 13 91 104
期限付き滞在許可証取得 7 29 36
N/A 0 1 1
合 計 20 133 153
表６：滞在年数
度数 パーセント
滞
在
年
数
10年未満 19 12.4
10年～19年 46 30.1
20年～29年 41 26.8
30年以上 47 30.7
合 計 153 100.0
婚姻状況
表８は, 回答者の婚姻状況を示すものである｡ まず, 選択肢としては, 結婚あるいは結婚
も登録 (レジスタード) していない ｢未婚・非レジスタードパートナー｣, 結婚あるいは登
録 (レジスタード) している ｢既婚・レジスタードパートナー｣, パートナーのいない ｢シ
ングル｣, そして, 結婚あるいは登録していたが離別・離婚したという ｢離別・離婚｣, そし
て, パートナーを亡くした ｢死別｣ がある｡ オランダにおいては, 結婚と登録 (レジスター
ド) は, 法律的にもほぼ同じ権利を有するので, ｢結婚｣ という形式をあえて取らないカッ
プルも多いが, 日本人では圧倒的に結婚あるいは登録という形式を踏んでいる者が多い (全
体の約75％)｡
また, オランダでは同性婚が認められているので, ｢既婚・レジスタードパートナー｣ の
中には, 同性婚のカップルも含まれる｡ 実際, 今回の調査においても, 該当者からの回答も
含まれている｡
老いという観点から考えると, ｢未婚・非レジスタードパートナー｣, ｢離別・離婚｣, ｢死
別｣ の者は, ケアの担い手が身近にいないケースが想定されるので, コミュニティとしては,
注目すべきグループであるといえよう｡
家庭環境：結婚相手・居住形態・同居人
表９が示すとおり, 圧倒的に国際結婚をしている日本人女性が多い｡ 国際結婚をした者の
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表７：移住の主な理由
度数 パーセント
移
住
の
理
由
仕 事 36 23.5
留 学 14 9.2
旅 行 6 3.9
配偶者・パートナーとともに 90 58.8
その他 7 4.6
合 計 153 100.0
表８：婚姻状況
度数 パーセント
婚
姻
状
況
未婚・非レジスタードパートナー 10 6.5
既婚・レジスタードパートナー 114 74.5
シングル (パートナー無し) 8 5.2
離別・離婚 11 7.2
死 別 9 5.9
N/A 1 0.7
合 計 153 100.0
相手の国籍 (表10参照) は, 約60％がオランダと回答しており, 近隣国であるイギリス, ド
イツ, そして, イタリア, ポルトガル, アメリカと続くが, いずれも少数である｡ 子どもが
いる人が全体の60％で, 子どもの国籍は, オランダか日本の国籍を保持するケースが多い｡
二重国籍とした者も少なからず含まれている｡
表11は, 居住形態を示しているが, 高齢者にとっては管理が負担となったり, オランダ特
有の勾配の高い階段が多い ｢一戸建て｣ や長屋のように壁が共有となっている ｢ローハウス｣
に居住する者が, 全体の60％を超えており, 将来的に住み替えが必要となるケースが多いと
推測される｡ 高齢者用の専用住宅に居住している者は, １名しかいなかった｡
表12に示すように, ｢自己所有｣ ｢家族所有｣ ｢共同所有｣ を合わせると全体の約75％を占
めており, 経済的には恵まれた者が多い｡ 賃貸の場合はどの地区に住むかによって経済的な
負担の違いがあるが, 比較的日本人が多く居住する, オランダでも安全といわれているアム
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表９：性別による国際結婚
性別
合計
男性 女性
結婚の相手
国際結婚 7 102 109
日本人と結婚 8 19 27
N/A 3 9 12
合 計 18 130 148
表10：国際結婚の相手の国籍
度数 パーセント
国際結婚の相手の国籍
ポルトガル 1 0.7
ド イ ツ 2 1.3
オランダ 91 59.5
イタリア 1 0.7
イギリス 2 1.3
アメリカ合衆国 1 0.7
表11：居住形態
度数 パーセント
居
住
形
態
一戸建て 30 19.6
ローハウス (長屋タイプ) 66 43.1
アパート (フラット) 54 35.3
高齢者専用住宅 1 0.7
N/A 2 1.3
合 計 153 100.0
ステルダムやアムステルフェイン (北ホランド州, 表２参照) 地区は, 家賃の相場は相対的
に高い｡
ほとんどの者が配偶者あるいは子どもと暮らしている｡ 表13は, 世代別に一人暮らしをし
ている者の分布を示しているが, どの世代においても ｢一人暮らし｣ をしている者は少なく,
50代以上でも19名しかいない｡ しかしながら, 将来的には ｢(パートナーとの) 死別｣ が増
加するものと推察されるので, 一人暮らしもこれから増加すると予測できる｡ 一人暮らしに
おいては, 自宅での日常生活の維持, および施設等への転居が必要となったときの様々な判
断やそれに伴う雑多な手続きなどにかなりの不安が残る｡ (財) 日蘭シルバーネットでは,
一人暮らしの高齢者に対して, 定期的な電話による安否確認等を希望者に対して実施してい
るが, 面識のない者からの電話連絡にはかなりの抵抗感があるようで, 現在においてこのサー
ビスを必要と感じている者は少数である｡
家庭内における文化的環境
家庭内における文化的環境を理解するために, 家庭内における使用言語に関する質問を行っ
た｡ 表14は, その分布を示している｡ ｢日本語・オランダ語・英語｣ の３か国語の併用が一
番多く, 次いで, ｢オランダ語｣, ｢日本語｣ と分布が続いている｡ ｢日本語｣ と回答したケー
ス数が, 日本人同士で結婚した夫婦ケースとほぼ同数であることから, 国際結婚をした場合
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表12：住居の所有状況
度数 パーセント
所有形態
自己所有 55 35.9
家族所有 30 19.6
共同所有 31 20.3
賃貸 36 23.5
N/A 1 0.7
合計 153 100.0
表13：世代別, 一人暮らしの分布
一人暮らし
度数 N/A 合計
世代
30代 2 0 2
40代 1 0 1
50代 5 0 5
60代 5 0 5
70代 6 0 6
80代 3 1 4
合 計 22 1 23
は, 結婚相手が日本語を話すことは極めて稀であり, 家庭内で日本語以外の言語を使用する
ケースがほとんどであると考えられる｡ ２言語以上の併用は, 全体の半数以上をも占めてお
り, 家庭内における文化的多様性が伺える｡ オランダ社会における英語が果たす役割は大き
く, 多くの日本人が持っているような英語に対する苦手意識は薄い｡
家庭内における多言語使用が明らかになったので, オランダ語・英語の運用能力に関して
自己採点をしてもらった｡ 表15はその結果である｡ ｢全くできない｣ と回答したものは, 全
体でも３名しかおらず, ほとんどの者 (全体の約70％) が日常会話以上のオランダ語運用能
力を持っていると考えられる｡ ｢ビジネスには難しい｣ ｢法律・医療に関するコミュニケーショ
ンは難しい｣ と回答したものが95名おり, ｢ネイティブと同じレベル｣ と自己採点した者が,
50代に６名, 60代に１名, 80代に１名いた｡
英語の運用能力と比較すると (表16参照), ｢ネイティブと同じレベル｣ と答えた者が17名,
｢法律・医療に関するコミュニケーションは難しい｣ とする者の度数は多く, 全体の約60％
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表14：家庭内における使用言語
度数 パーセント
家
庭
内
使
用
言
語
日本語とオランダ語と英語の併用 37 24.2
オランダ語 33 21.6
日本語 29 19.0
日本語と英語の併用 22 14.4
日本語とオランダ語の併用 15 9.8
英語とオランダ語の併用 7 4.6
日本語とオランダ語とドイツ語の併用 1 0.7
イタリア語 1 0.7
スペイン語とオランダ語 1 0.7
合 計 153 100.0
表15：自己採点によるオランダ語の運用能力
オランダ語のレベル (自己採点)
合計ネイティブと
同じレベル
法律・医療に
関するコミュ
ニケーション
は難しい
ビジネスに
は難しい
日常会話
全くで
きない
N/A
世
代
30代 0 1 7 4 1 0 13
40代 0 11 11 7 1 0 30
50代 6 14 18 10 0 1 49
60代 1 7 20 7 1 1 37
70代 0 1 3 9 0 0 13
80代 1 1 1 3 0 1 7
合計 8 35 60 40 3 3 149
を占める｡ ｢英語が全くできないと｣ とした者が１名しかない｡ したがってオランダ語より
英語の方が運用能力が高いと認識している傾向にあるといえよう｡
就業状況
オランダにおいては, 日本のように正規雇用がパーマネント契約のことを意味したり, パー
トタイムが非パーマネント契約のことを意味したりはしない｡ フルタイムとパートタイムと
いう働き方と, パーマネントと非パーマネントという契約状態は, 別物であると考えられて
いる｡ また, 都市部においては, 男性も女性も働かなければ, 家賃を含めた生活費を捻出す
ることが困難な状況であることから, 性別を問わず働くことが当たり前の社会であることを
補足しておきたい｡
選択肢は表17にあるように11のカテゴリーに分類した｡ 日本人女性が回答者に多いことか
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表16：自己採点による英語の運用能力
英語のレベル (自己採点)
合計ネイティブと
同じレベル
法律・医療に
関するコミュ
ニケーション
は難しい
ビジネスに
は難しい
日常会話
全くで
きない
N/A
世
代
30代 1 7 3 2 0 0 13
40代 3 17 9 1 0 0 30
50代 8 24 12 4 0 0 48
60代 2 15 13 4 1 2 37
70代 1 4 3 5 0 0 13
80代 2 3 0 1 0 1 7
合計 17 70 40 17 1 3 148
表17：就業状況
度数 パーセント
修
業
状
況
家事専業 36 23.5
フリーランス 24 15.7
自営業 21 13.7
退職 20 13.1
パーマネント契約 (パートタイム) 17 11.1
パーマネント契約 (フルタイム) 14 9.2
非パーマネント契約 (パートタイム) 7 4.6
非パーマネント契約 (フルタイム) 4 2.6
求職中 3 2.0
それ以外の理由で求職中 2 1.3
その他 2 1.3
N/A 2 1.3
合 計 152 99.3
非該当 1 0.7
合 計 153 100.0
ら ｢専業主婦｣ が一番多く全体の約24％を占めた｡ 次いで, ｢フリーランス｣ ｢自営業｣ の分
布が多いが, 具体的には, 年齢に関係なく仕事に従事できる通訳やガイドをしている者が多
いと考えられる｡ 定年のないフリーランスや自営業に従事していることから, ｢退職｣ した
者は, 20名 (全体の13.1％) と少ない分布である｡
経済的状況をはかる収入源に対する回答 (複数可) は, 表18のとおりである｡ 個人の経済
的な基盤が不安的な ｢専業主婦｣ ｢フリーランス｣ ｢自営業｣ ｢パートタイム｣ が多かったこ
とからもわかるように, ｢配偶者の収入｣ を選択した者が76名 (全体の50％) いる｡ オラン
ダの年金を受給している者は全体の20％程度で, 日本からの年金を受給している者はさらに
10名と少なく全体の6.6％となっている｡ オランダ渡航前に日本の年金を退会して一時金を
入手した可能性が大きいことから, 高齢期においても配偶者に依存せざるを得ない状況が垣
間見える｡ 表19は, ｢年代別にみた収入源｣ であるが, 世代が進むにつれ ｢配偶者の収入｣
から ｢年金｣ へ移行していく様が伺える｡
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表18：収入源
収入源 度数 パーセント
ケ ー ス の
パーセント
配偶者の収入 76 30.6 50.0
フリーランス (自営) 45 18.1 29.6
給 与 44 17.7 28.9
オランダの公的年金 33 13.3 21.7
オランダの個人年金 20 8.1 13.2
日本の公的年金 10 4.0 6.6
日本の個人年金 5 2.0 3.3
不動産・投資収入 3 1.2 2.0
遺産収入 2 0.8 1.3
家事専業 1 0.4 0.7
その他 9 3.6 5.9
合 計 248 100.0 163.2
表19：世代別, 収入源
世 代 収入源別
合計30代 40代 50代 60代 70代 80代
収
入
源
給 与 5 15 18 6 0 0 44
フリーランス (自営) 4 9 22 9 0 1 45
配偶者の収入 9 17 28 16 4 1 75
オランダの公的年金 0 1 1 17 10 3 32
オランダの個人年金 0 0 1 11 5 2 19
日本の公的年金 0 0 0 5 3 1 9
日本の個人年金 0 1 0 1 3 0 5
不動産・投資収入 0 0 1 0 1 1 3
家事専業 0 0 0 1 1 0 2
遺産収入 0 1 3 3 1 1 9
世代別回答者数 13 30 50 37 13 6 149
４ オランダ在住日本人の日常生活
健康状態
まず, 健康状態であるが,「援助が必要ですか｣ という質問 (表20参照) に ｢はい｣ と回
答した者はいなかった｡ しかしながら, ｢病気がち｣ と回答した者 (60代以上の合計６名)
には, 何らかのサポートが必要であると考えられる｡
介助が必要となった場合, 誰にケアをしてほしいかという質問 (表21参照) には, ｢配偶
者｣ や ｢子ども｣ より ｢介護・看護専門家｣ にケアしてほしいと望む傾向が強いことがわかっ
た｡ 世代が上がるにつれ, 夫に先立たれるケースが多いためか, 特に ｢配偶者｣ を選ぶ回答
者が減少する傾向にある｡ ｢子ども｣ を選択している者が全体の約30％を占めるが, これは
家族意識が強いブラジル在住の日本人と比べるとかなり低い数字である｡ ちなみにブラジル
は, 長男と答えた者が全体の95％を占める｡ これは, 個人の意識が強い欧米の親子関係から
派生してくるもので, 近くに息子が住んでいるが, なかなか訪問してくれないので当てには
できないと不満を漏らす高齢者の声も多い｡
普段の付き合い
普段の付き合い (表22参照) では, オランダ人とより日本人との関わり合いが, 若干では
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表20：世代別, 健康状態
健康状態
合計
良好 普通 病気がち N/A
世代
30代 12 1 0 0 13
40代 20 10 0 0 30
50代 24 26 0 0 50
60代 16 17 4 0 37
70代 5 7 1 0 13
80代 2 3 1 1 7
合 計 79 64 6 1 150
表21：世代別, ケアをしてほしい人は誰か
世 代 ケースの
各合計30代 40代 50代 60代 70代 80代
ケ
ア
し
て
ほ
し
い
人
ａ
配偶者 10 16 28 21 3 4 82
子ども 2 8 14 16 1 1 42
親 1 0 0 0 0 0 1
兄弟姉妹 2 1 0 0 1 0 4
友 人 1 1 4 3 4 1 14
介護・看護専門家 8 18 35 26 11 4 102
その他 1 0 2 0 1 0 4
世代別回答者合計 12 26 47 36 13 7 141
あるが多い傾向にあるといえよう｡ そのような中, ｢国際社会での交流がある｣ と回答した
者が全体の15％を占めているところは, 特筆すべきであろう｡
表23にあるように, 日本人との交流は頻繁にある傾向にある｡ 家庭内および居住地区にお
いて日本人の知人がいない場合など, ｢日本語を話したい｣ という欲求が強い者が多い｡
他方, 居住区が分散していることから, なかなか日本人のネットワークを常時アクティブ
にしておくことが難しい環境にある者もいる｡ したがって, 困ったときは近くに住むオラン
ダ人の友人を頼ると言っている人も多く (69名), 多くの日本人がオランダ社会にもうまく
適応していると推察される (表24参照)｡
世代とともに外出する頻度が減少しているが, 70代以上でも ｢毎日｣ 外出するほど活動的
な人もいる (表25参照)｡ 他方, 40代以上で ｢ほとんど外出しない｣ と回答した人が少数で
あるが存在する｡ 社会的な繋がりがなくなるばかりでなく, 健全に身体機能を保持すること
も難しくなっている状況にあると推察されるので, 世代に関係なく, 何らかのサポートが必
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表22：普段のお付き合い
度数 パーセント
付き合う相手
日本人が主 46 30.1
オランダ人が主 28 18.3
日本人・オランダ人ともに同じぐらい 54 35.3
国際社会での交流がある 23 15.0
N/A 2 1.3
合 計 153 100.0
表23：日本人とのお付き合いの頻度
度数 パーセント
頻度
頻 繁 95 62.1
たまにある 45 29.4
めったにない 11 7.2
N/A 2 1.3
合 計 153 100.0
表24：困ったときのサポート体制
応答数 ケ ー ス の
パーセント度数 パーセント
サポートして
くれる人
日本人 71 41.5 50.7
オランダ人 69 40.4 49.3
その他 31 18.1 22.1
合 計 171 100.0 122.1
要と考えられる｡
表26は, 余暇活動の多様性を示したものである｡ ｢読書・新聞｣ ｢スポーツ・体操・健康｣
｢テレビ・ラジオ・ビデオ｣ ｢コンピュータ｣ ｢旅行｣ など多岐にわたっている｡ 特徴として
は, 日本的な活動である ｢お茶・生け花・習字・日本舞踊｣ ｢囲碁・将棋・麻雀｣ ｢カラオケ｣
などを選択している者が非常に少ないことであろう｡ これは, オランダにおける日本社会の
規模がアメリカ, ブラジル, イギリスと比較して小さいことに加え, 居住地が分散している
ので, 日本的なことに焦点をあてた趣味のグループを作ることが難しいと推察される｡ 調査
結果を報告した講演会3)においては, ｢受身的な活動が多いのではないか｣ ｢予防医学的な知
見を踏まえて, アクティブな活動を取り入れては｣ などの意見が寄せられた｡
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表25：外出の頻度
外出の頻度
合計
毎日 週２～３日 ほとんど外出しない N/A
世代
30代 10 3 0 0 13
40代 18 10 1 1 30
50代 33 15 2 0 50
60代 16 20 1 0 37
70代 3 8 2 0 13
80代 4 2 1 0 7
合 計 84 58 7 1 150
表26：余暇活動
回答数 ケ ー ス の
パーセント度数 パーセント
余
暇
活
動
テレビ, ラジオ, ビデオ 97 17.1 63.8
読書, 新聞 101 17.8 66.4
スポーツ, 体操, 散歩 101 17.8 66.4
旅 行 81 14.3 53.3
囲碁, 将棋, 麻雀 3 0.5 2.0
お茶, 生け花, 習字, 日本舞踊 12 2.1 7.9
カラオケ 1 0.2 0.7
ダンス, 音楽鑑賞, 合唱, 絵画 49 8.7 32.2
コンピュータ 88 15.5 57.9
その他 30 5.3 19.7
何もしていない 3 0.5 2.0
合 計 566 100.0 372.4
3) 2015年２月18日にオランダ・アムステルフェインにある囲碁会館において, (財) 日蘭シルバーネッ
トの主催する講演会 ｢速報！在蘭日本人の老いに関する意識調査｣ において, 質疑応答の中での参加
者の感想・意見である｡
５ 海外で迎える老い
老いの訪れ
｢最近老いを感じますか｣ という問いに対しては, 世代を問わず, 30代でも40代でも ｢よ
く感じる｣ ｢ときどき感じる｣ と回答している (表27参照)｡ 表28は, 老いを感じる様々なシー
ンを回答したものであるが, ｢自分の親のことが気になる｣ (51名) とあるように, 親の世代
の老いの問題が明らかになってくる過程で, 自分の老いの問題を認識し始める｡ ｢物忘れ｣
｢日本食への嗜好が強くなってきた｣ などである｡
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表27：老いを感じる頻度
老 い
合計
よく感じる ときどき感じる あまり感じない 全く感じない N/A
世
代
80
代
度数 5 2 0 0 0 7
％ 71.4 28.6 0.0 0.0 0.0 100.0
70
代
度数 4 6 3 0 0 13
％ 30.8 46.2 23.1 0.0 0.0 100.0
60
代
度数 8 20 6 3 0 37
％ 21.6 54.1 16.2 8.1 0.0 100.0
50
代
度数 5 35 8 2 0 50
％ 10.0 70.0 16.0 4.0 0.0 100.0
40
代
度数 4 19 6 0 1 30
％ 13.3 63.3 20.0 0.0 3.3 100.0
30
代
度数 1 4 5 3 0 13
％ 7.7 30.8 38.5 23.1 0.0 100.0
合計
度数 27 86 28 8 1 150
％ 18.0 57.3 18.7 5.3 0.7 100.0
表28：どのような時に老いを感じるか
回答数 ケ ー ス の
パーセント度数 パーセント
老
い
を
感
じ
る
時
病気がち 20 7.1 17.9
物忘れ 39 13.9 34.8
同じことを繰り返す 10 3.6 8.9
外出が億劫 14 5.0 12.5
役割がない 7 2.5 6.3
オランダ語が億劫 30 10.7 26.8
日本語が億劫 5 1.8 4.5
自分の親が気になる 51 18.1 45.5
配偶者の親が気になる 27 9.6 24.1
日本食への嗜好が強くなる 36 12.8 32.1
日本への帰国を考える 18 6.4 16.1
その他 24 8.5 21.4
合 計 281 100.0 250.9
やはり, 高齢期において外国語を使うのが億劫になる傾向があるが, ｢オランダ語が億劫｣
に感じる時に老いを感じる者が多い (表28参照)｡ 外国で老いを迎える者は, 高齢期におい
て居住国か日本かの選択をするターニングポイントを通過する｡ 日本への帰国が頭をよぎる
者は少数 (18名) であるが, 大きな選択の帰路にあるといえよう｡
終の棲家
それでは, 世代別に終の棲家の選択をどのように考えているのかを分析しよう｡ ｢わから
ない・きめていない｣ と回答したものが圧倒的に多い (表29参照)｡ 60代以上においては,
19名もそのように回答している｡ 老いを感じながらも, 具体的にどこでどのような老後を過
ごそうという検討段階にすら入っていないということを示している｡
日本への帰国を検討している者が, 各世代に少数ずつ分布しており, 全体では16名である｡
他方, オランダで老後を過ごすと決めている者が53名 (約36％) という結果になった｡ 国際
結婚をした配偶者にオランダ人が多いことから, また, オランダの国籍を持つ子どもが多い
ことから考えると, これは極めて自然な決断であると考えられる｡ 加えて, 現在の居住地で
終の棲家を探す方が, 高齢期における国際的な引っ越し (不動産の売買, 日本での居住地と
住居の選定・購入などを含む) を避けることができ, 老いの負担感を軽減できるとも考えら
れる｡
日本を選択した理由（表30参照）は, 家族・親類が日本にいるということが大きな理由と
して挙げられるが, 少数派の日本へのリターン・マイグレーションを実行した者は, これら
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表29：世代別, 終の棲家の選択
終 の 棲 家
合計
日本 オランダ その他
わからない・
決めていない
N/A
世
代
80代
度数 0 5 0 1 0 6
％ 0.0 83.3 0.0 16.7 0.0 100.0
70代
度数 3 7 0 3 0 13
％ 23.1 53.8 0.0 23.1 0.0 100.0
60代
度数 3 19 0 15 0 37
％ 8.1 51.4 0.0 40.5 0.0 100.0
50代
度数 5 11 1 31 2 50
％ 10.0 22.0 2.0 62.0 4.0 100.0
40代
度数 3 4 1 21 1 30
％ 10.0 13.3 3.3 70.0 3.3 100.0
30代
度数 2 7 1 3 0 13
％ 15.4 53.8 7.7 23.1 0.0 100.0
合計
度数 16 53 3 74 3 149
％ 10.7 35.6 2.0 49.7 2.0 100.0
の諸手続きの煩雑さ, および, オランダでは目につかなかった人間関係に煩わされるといっ
たマイナス面も指摘している｡ 実際, リターン・マイグレーション後の日本での生活に不安
を全く感じていないわけでもない (表31参照)｡ また, 帰国しないまでも, １年に数回日本
とオランダを往復して国際遠距離介護を行っている者もいる｡
オランダで迎える老後
それでも, 住み慣れたオランダでの老後に不安がないわけではない｡ 表32は, オランダで
迎える不安に対する回答の分布を示したものである｡ 一番多かった回答は, ｢言葉｣ の問題
(73名で全体の約60％を占める) で, 特に ｢配偶者に先立たれ｣ た場合 (63名で全体の約50
％を占める) の不安が強く表れている｡ 配偶者のサポートがなくなるというのは, オランダ
語があまり得意でない場合, オランダ社会と繋がる窓を失うのと同じことを意味しており,
国際結婚をした日本人女性からのインタビューにおいても何度も指摘されている｡
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表30：日本を選択した理由
応答数 ケ ー ス の
パーセント度数 パーセント
日本を選択a
日本の親 (介護) 10 13.2 43.5
日本の家族・親戚 15 19.7 65.2
日本の収入源 1 1.3 4.3
日本の住居 10 13.2 43.5
日本の高齢者施設 2 2.6 8.7
日本語 13 17.1 56.5
日本の食事 8 10.5 34.8
家・住むところ 2 2.6 8.7
病 気 3 3.9 13.0
医療・健康に関わる判断が困難 6 7.9 26.1
配偶者に先立たれた 1 1.3 4.3
日本で死を迎えたいから 4 5.3 17.4
その他 1 1.3 4.3
合 計 76 100.0 330.4
表31：日本で老後を迎える不安
度 数 パーセント
有効数
あ る 13 8.5
な い 12 7.8
N/A 2 1.3
合 計 27 17.6
欠損値 非該当 126 82.4
合 計 153 100.0
高齢者の生活の中心である ｢食事｣ や ｢身の周りの世話ができな｣ くなった時や, また,
後に入居するかもしれない ｢高齢者施設での生活｣ に対する不安も強い｡ オランダは多文化
社会なので, 日本人あるいは日本文化に対する理解を示してくれてはいるが, 施設そのもの
の生活はオランダ文化に根付いたもので構成されており, 特に日本的なもの (和食であると
か, 日本語の朗読など) が必要な場合は, 個人で対応しなければならない状況にある｡ 実際,
オランダの施設に入居している高齢の母のために和食の惣菜を毎日届けている高齢の娘もい
る｡
もし, 自分で身の周りの世話ができなくなった場合, どこで最後を迎えたいかという質問
(表33参照) に対しては, 圧倒的に ｢できれば自宅派｣ が多い｡ ただ, 老いの段階において
高齢者住宅や高齢者用施設への入居を念頭にいれているようである｡
それでは, オランダでの高齢者ケアに対する不安を分析してみよう (表34参照)｡ ｢家事の
援助｣ (71名で全体の約55％を占める) が一番多く, 次いで ｢銀行・年金・保険の手続きの
サポート｣ が続く｡ 銀行や保険の事務的な手続きや, 配偶者がオランダ人であることから推
測されるのは, 遺族年金等の社会保障の手続きなどが含まれる｡
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表32：オランダで老後を迎える不安
応答数 ケ ー ス の
パーセント度数 パーセント
オ
ラ
ン
ダ
の
不
安
言 葉 73 10.3 59.8
食 事 59 8.3 48.4
家・住むところ 23 3.3 18.9
収入・経済的状態 37 5.2 30.3
病 気 40 5.7 32.8
身体障害 19 2.7 15.6
認知症 35 5.0 28.7
医療・健康に関わる判断 55 7.8 45.1
遺言や遺産の譲渡などの判断 19 2.7 15.6
自分で身の周りの世話ができない 50 7.1 41.0
家族がケアしてくれるか 10 1.4 8.2
配偶者が要介護になること 37 5.2 30.3
配偶者に先立たれること 60 8.5 49.2
日本にいる両親の介護 46 6.5 37.7
配偶者の両親の介護 11 1.6 9.0
高齢者施設での生活 49 6.9 40.2
孤 独 31 4.4 25.4
死 14 2.0 11.5
オランダの経済状態 36 5.1 29.5
その他 3 0.4 2.5
合 計 707 100.0 579.5
｢日本語での話し相手｣ を望むものが多いのも, 海外で老いを迎える者の特徴であろう｡
また, ｢日本人のための高齢者施設｣ や ｢日本人のためのデイサービス施設 (交流の場)｣ を
望む声も相変わらず強い｡ しかしながら, 日本人高齢者の居住地がオランダ全土に分散され
ており入居者の確保が難しい状況を鑑みると, アメリカ, カナダ, ブラジル, ペルーなどで
成就できた日本人高齢者のための施設の建設は, 経済的にみても難しいといわざるを得ない｡
つまり, 高齢者の居住グループを作って, そこにコミュニティの資源を集中させるというケ
アのモデルをオランダに適応するということが困難であれば, 次のモデルの構築に議論を始
める時なのではないであろうか｡
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表33：身の回りの世話ができなくなったら, どうするか
度数 パーセント
｢できれば自宅派｣
家族による介護
在宅ケア
70 45.8
｢できれば専門家派｣
高齢者住宅
高齢者用施設
42 27.5
その他 18 11.8
N/A 6 3.9
合計 136 88.9
欠損値 非該当 17 11.1
合 計 153 100.0
表34：オランダで希望するサポートやケア
回答数 ケ ー ス の
パーセント度数 パーセント
希
望
す
る
ケ
ア
話し相手 46 8.1 35.9
日本語の話し相手 63 11.2 49.2
銀行・年金・保険の手続きのサポート 67 11.9 52.3
家事援助 71 12.6 55.5
身体介護 45 8.0 35.2
医療・介護 57 10.1 44.5
オランダの高齢者用施設を見つける手伝い 34 6.0 26.6
日本食の宅配サービス 44 7.8 34.4
日本語を理解できる介護士・看護士の支援 39 6.9 30.5
日本人のためのデイサービス施設 (交流の場) 47 8.3 36.7
日本語・日本食中心の高齢者施設 48 8.5 37.5
その他 4 0.7 3.1
合 計 565 100.0 441.4
５ お わ り に
オランダで老いを迎えようとする者の多くは, オランダ人と国際結婚をした日本人女性で
あることが明らかになった｡ これらの日本人女性は, 国策により南北アメリカに移住をした
日本人たちとは違って, 個人のライフスタイルによる移住をしており, 高齢期における老い
の問題にも個人で対峙しなければならない状況下にある｡ しかも, オランダというヨーロッ
パにおける多民族国家のエスニック・マイノリティの中でも女性というマイノリティであり,
加えて高齢であるという三重のマイノリティとなる社会構造の中では, なかなか光が当た
らなかったのも不思議ではなかった｡
今回の調査をとおして, サポートが必要と思われる日本人高齢者のグループをいくつか発
見できたことは大きな成果であった｡ これらの人々をサポートしていくためにも, 施設とい
う一極集中型のケアのモデルから, 日本人コミュニティからは見えにくいが, 少人数の助け
合いのネットワークを積み重ねるサポートのネットワーク・モデルへの変換が求められてい
るのではないかと考える｡
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アンケート用紙
(注意事項)・下記事項について番号を○印で囲むか, カッコ内にコメントをご記入ください｡
・各項目に書き込めない場合は, 最後のページの自由記入欄にご記入ください｡
【あなたについて】
１ お住まいの都市名を教えてください｡ ( )
２ 年齢を教えてください｡ ( ) 歳
３ 性別を教えてください｡ 1. 男性 2. 女性
４ オランダでの滞在ステータスを教えてください｡
1. オランダ国籍取得 2. 永住権取得 3. 期限付き滞在許可証取得
５ オランダ滞在年数は, およそ何年ですか｡
1. 10年未満 2. 10年～19年以下 3. 20年～29年以下 4. 30年以上
６ オランダに移り住むようになった主な理由は何ですか？ (○は１つ)
1. 仕事 2. 留学 3. 旅行 4. 配偶者・パートナーとともに (結婚を含む)
5. その他 ( )
７ 現在の婚姻状況・リレーションシップを教えてください｡
1. 未婚・非レジスタードパートナー 2. 既婚・レジスタードパートナー
3. シングル (パートナー無し) 4. 離別・離婚 5. 死別
設問８は, 設問７で (1. 未婚・非レジスタードパートナー 2. 既婚・レジスタードパートナー 4. 離別・離婚
5. 死別 ) と回答された方へ
８ 国際結婚ですか？
1. はい (日本人以外と結婚) → その方の国籍を教えてください (国籍： )
2. いいえ (日本人と結婚)
９ お子さんのことについて教えてください｡
現在, お子さんはいますか？ 1. いる (人数： 人) 2. いない
お子さんのいる方は, それぞれのお子さんについて, 国籍と居住国を教えてください｡
10 現在住んでいる住居形態を教えてください｡ (○は１つ)
1. 一戸建て 2. ローハウス (長屋タイプ) 3. アパート (フラット)
4. 高齢者専用住宅 5. 高齢者用福祉施設
11 現在住んでいる住居の所有形態を教えてください｡ (○は１つ)
1. 自己所有 2. 家族所有 (配偶者・パートナー, あるいは子ども名義) 3. 共同で所有
4. 賃貸 5. その他 ( )
12 現在, 誰と住んでいますか？ (○はいくつでも)
1. 配偶者・パートナー 2. 子ども 3. 配偶者・パートナーの親 4. 自分の親
5. 自分の兄弟・姉妹 6. 親戚 7. ルームメイト
8. その他 ( ) 9. 一人暮らし
13 家庭内での主な使用言語は何ですか？
1. オランダ語 2. 日本語 3. 英語 4. 日本語とオランダ語の併用
5. 日本語と英語の併用 6. 日本語とオランダ語と英語の併用
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子どもの国籍 (二重国籍の場合は二つ目の国籍をここに記入) 居住国
１
２
３
整理番号
参考資料
在蘭日本人の高齢化に関する意識調査
実施：2014年度 9月―12月
14 オランダ語・英語は, おおよそどのレベルですか？ 以下から１つ番号を選んでください｡
14－1 オランダ語 ( )：14－2 英語 ( )
1. ネイティブと同じレベル
2. 日常生活に支障なく, ビジネスでは使えるが, 法律・医療に関するコミュニケーションは難しい
3. 日常生活に支障はないが, ビジネスには難しい
4. 挨拶など簡単な日常会話程度
15 現在の主な就業状況を教えてください｡
1. パーマネント契約 (フルタイム) 2. パーマネント契約 (パートタイム)
3. 非パーマネント契約 (フルタイム) 4. 非パーマネント契約 (パートタイム)
5. フリーランス 6. 自営業 7. 退職 (定年退職も含む) 8. 求職中
9. 家事専業 10. 健康上の理由により休職中 11. それ以外の理由で休職中
12. その他 ( )
16 現在の収入源を教えてください｡ (○はいくつでも)
1. 給与 2. フリーランス (自営業) 3. 配偶者・パートナーの収入 4. オランダの公的年金
5. オランダの個人年金 6. 日本の公的年金 7. 日本の個人年金 8. 不動産・投資収入
9. 家族からの援助 10. 遺産収入 11. その他 ( )
【あなたの健康について】
17 健康状態を教えてください｡
1. 良好 2. 普通 3. 病気がち 4. 援助が必要
設問18は, 設問17で (4. 援助が必要) と答えた方へ
18 あなたは誰に援助をしてもらっていますか？ (○はいくつでも)
1. 配偶者・パートナー 2. 子ども 3. 親 4. 兄弟・姉妹 5. 友人
6. 介護・看護専門家 7. その他 ( )
19 もし, 自分で身の回りの世話ができなくなったとき, 誰にケアをしてほしいですか？ (○はいくつでも)
1. 配偶者 2. 子ども 3. 親 4. 兄弟・姉妹 5. 友人 6. 介護・看護専門家
7. その他 ( )
【あなたの日常生活について】
20 普段のお付き合いについて
1. 日本人が主 2. オランダ人が主 3. 日本人・オランダ人ともに同じぐらいである
4. 国際社会での交流がある
21 日本人とどの程度の交流 (電話での連絡も含む) がありますか？
1. 頻繁 (週１回以上) 2. たまにある (月に１･２回) 3. めったにない 4. 全くない
22 病気などで困ったときに家族以外でサポートしてくれる人が近くにいますか？ (○はいくつでも)
1. はい (日本人) 2. はい (日本人以外) 3. その他 ( )
23 １週間にどのくらいの頻度で外出しますか？
1. 毎日 2. ２～３日 3. ほとんど外出しない 4. 全く外出しない
24 どのようなサークル活動・ボランティア活動に参加されていますか？ (○はいくつでも)
≪日本人が中心の会≫
1. 日蘭シルバーネット 2. 国際結婚の会 3. 県人会 4. 婦人会 5. 宗教団体
6. その他 (団体名： )
≪オランダ人が中心の会≫
7. オランダの団体 (団体名： )
8. 全く参加していない
25 どのような余暇活動をしていますか？ (○はいくでも)
1. テレビ, ラジオ, ビデオ 2. 読書, 新聞 3. スポーツ, 体操, 散歩 4. 旅行
5. 囲碁, 将棋, 麻雀 6. お茶, 生け花, 習字, 日本舞踊 7. カラオケ
8. ダンス, 音楽鑑賞, 合唱, 絵画 9. コンピュータ
10. その他 ( ) 11. 何もしていない
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【あなたの老後について】
26 最近, 老いを感じることはありますか？
1. よく感じる 2. ときどき感じる 3. あまり感じない 4. 全く感じない
設問27は, 設問26で (1. よく感じる 2. ときどき感じる) と答えた方へ
27 どのような時に, 最もそれを感じますか？ (○はいくつでも)
1. 病気がちになってきた 2. 物忘れがひどくなった
3. 同じことを繰り返すようになった 4. 外出することが少なくなった
5. 役割 (仕事) がなくなった
6. オランダ語・英語などの外国語を話す・読む・聞く・書くのが億劫になってきた
7. 日本語を話す・読む・聞く・書くのが億劫になってきた
8. 自分の親のことが気になってきた 9. 配偶者・パートナーの親のことが気になってきた
10. 日本食への嗜好が強くなってきた 11. 日本に帰国することを考えるようになった
12. その他 ( )
28 どこで老後を過ごそうと考えていますか (計画していますか)？
1. 日本 2. オランダ 3. その他 ( ) 4. わからない・決めていない
↓ ( 2. オランダ 4. わからない・決めていない) と回答された方は設問30へ)
設問29－1・2・3 は, 設問28で (1. 日本) と回答された方へ
29－1 日本に帰国される理由は何ですか？ (○はいくつでも)
1. 日本に親がいるから (介護を含む) 2. 日本に家族・親戚がいるから
3. 日本に職 (収入源) があるから 4. 日本に住居があるから
5. 日本の高齢者施設への入居を希望するから
6. 言葉 (コミュニケーション) 7. 食事 8. 家・住むところ
9. 収入・経済的状態 10. 病気 11. 身体障害
12. 認知症 13. 医療・健康にかかわる判断が困難だから
14. 遺言や遺産の譲渡などの判断が困難だから 15. 配偶者・パートナーに先立たれたから
16. 配偶者・パートナーが要介護状態になったから
17. 孤独だから 18. 日本で死を迎えたいから
19. その他 ( )
29－2 いつごろの帰国を考えていますか？
1. ５年以内 2. 10年以内 3. 15年以内 4. 20年以内 5. その他 ( )
29―3 日本で迎える老後に対する不安はありますか？
設問30－1・2・3・4 は, 設問28 で (2. オランダ 4. わからない・きめていない) と回答された方へ
30－1 オランダで老後を迎えるにあたって, どのような不安がありますか？ (○はいくつでも)
1. 言葉 (コミュニケーション) 2. 食事 3. 家・住むところ
4. 収入・経済的状態 5. 病気 6. 身体障害 7. 認知症
8. 医療・健康にかかわる判断 9. 遺言や遺産の譲渡などの判断
10. 自分で身の回りの世話ができなくなる 11. 家族がケアしてくれるか
12. 配偶者・パートナーが要介護状態になること
13. 配偶者・パートナーに先立たれること
14. 日本にいる両親 (家族) の介護 15. 配偶者の両親の介護
16. 高齢者施設での生活 (食・言葉なども含む) 17. 孤独 18. 死
19. オランダの政治状況 (経済・医療・介護制度の著しい変化)
20. その他 ( )
桃山学院大学総合研究所紀要 第41巻第１号78
1. ある ⇒ 具体的な内容を教えてください｡
2. ない
30－2 オランダで迎える老後の不安を具体的にお書きください｡
30―3 もし, 自分で身の回りのことができなくなったとき, どうしたいですか？
1. 家族による介護, もしくは在宅ケアを利用しながら, 自宅で生活したい
2. 高齢者用住宅か高齢者用施設に行きたい
3. その他 ( )
30―4 オランダでケアが必要となったとき, 希望されることは何ですか？ (○はいくつでも)
1. 話し相手 2. 日本語ができる話し相手
3. 銀行, 年金, 保険などの手続きのサポート 4. 家事援助
5. 身体介護 6. 医療・看護
7. オランダの高齢用施設を見つける手伝い 8. 日本食の配達サービス
9. 日本語を理解できる介護士・看護士の支援
10. 日本人のためのデイサービス施設 (高齢者同士の交流・娯楽の場)
11. 日本語・日本食中心の高齢者施設 (グループ・ホームを含む)
12. その他 ( )
(すべての方に伺います)
31 将来に向けての準備をしていますか？ (○はいくつでも)
1. 何もしていない 2. 遺言書 3. 医療委任状 4. 成人後見人
5. 高齢者用住宅やナーシングホームについて調べている
6. ファイナンシャルプランニングを立てている
7. その他 ( )
32 日蘭シルバーネットはオランダ在住日本人の高齢化にむけて相互扶助を促進する活動をしていますが, ご存じです
か？
1. 知っている 2. 聞いたことはある 3. 興味がある 4. 活動に参加したい
5. 知らない
6. 知っているが関心がない (活動に参加しない理由： )
ご協力どうもありがとうございました｡
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自由記入欄
(ご意見があればご自由にお書きください)
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Japanese International Migration and Ageing
in the Netherlands:
A Quantitative Survey on the Wellbeing of Elderly Japanese
TOYAMA (KANAMOTO) Itsuko
The first encounter of Japanese with Dutch people was in 1600, when the De Liefde drifted
ashore on the coast of Usuki in Oita. Gyokuzan Hirayama, a Confucian scholar who boarded the
ship, described them as demons, long-nosed goblins, or monsters. Komojin (紅毛人), which
literarily means ‘red hair people’, was the nickname of the Dutch people at that time. Trade be-
tween the two countries after the encounter led to relatively good relations, although they be-
came strained when the Japanese military detained Dutch soldiers in Indonesia during WWII.
After the war, with the increasing economic ties between the two countries, Japanese migration
to the Netherlands was naturally facilitated.
Seventy years have passed since the war ended and now about 1,500 Japanese people live as
permanent residents in the Netherlands. Their residential distribution is widely scattered
throughout the country and the interspersed Japanese communities are now facing ageing issues.
They have devoted themselves to the establishment of their own elderly facilities that can pro-
vide Japanese-style care, but these issues have involved intercultural problems.
This quantitative survey focusses on how the Japanese people in the Netherlands view ageing
issues as long-term intercultural adaptation and how they are overcoming grave problems by util-
izing the shared cultural awareness of the Japanese community.
